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●
条
例
の
改
正　
　

１
件

▽
市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例

本
庁
舎
の
移
転
に
伴
い
、
市
役
所

の
位
置
を
日
方
１
５
２
５
番
地
６
か

ら
南
赤
坂
11
番
地
に
変
更
す
る
た
め
。

●
そ
の
他　
　

１
件

▽
財
産
の
取
得

南
赤
坂
10
番
外
１
筆　

宅
地

南
赤
坂
11
番
地　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
陸
屋
根
５
階
建
外
１
棟

（
本
庁
舎
用
地
及
び
建
物
と
し
て
）

●
平
成
26
年
度
補
正
予
算　
　

１
件

▽
一
般
会
計
（
第
６
号
）

１
４
０
万
８
千
円
の
増
額
補
正
（
新

庁
舎
整
備
に
当
た
り
取
得
す
る
和
歌

山
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
社
屋
の
維
持
管
理

経
費
）

可 

決

平成27年海南市議会１月臨時
会は、１月７日から１月13日まで
の７日間の会期で開かれました。
この議会には、市長から市役所
の位置を定める条例の改正など
議案３件が提出され、それぞれ可
決されました。

市役所本庁舎の
移転先が決定

1月臨時会

川
崎
　
一
樹
　
議
員

有
事
に
備
え
高
台
へ
の
移
転
を

現
庁
舎
周
辺
で
建
て
替
え
た
場
合
、

命
を
守
る
行
動
、
市
民
を
守
る
行
動

が
速
や
か
に
実
施
で
き
る
の
か
、
災
害

応
急
活
動
の
態
勢
を
迅
速
に
立
ち
上

げ
ら
れ
る
の
か
不
安
で
あ
る
。
東
日
本

大
震
災
で
庁
舎
が
大
き
な
被
害
を
受

け
た
市
町
村
の
復
旧
・
復
興
は
、
大
変

遅
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
大
災
害
に

備
え
、
高
台
に
移
転
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

上
田
　
弘
志
　
議
員

説
明
や
議
論
が
不
十
分

市
の
庁
舎
整
備
計
画
は
市
民
不
在
、

議
会
へ
の
報
告
や
説
明
が
不
十
分
で

あ
る
。
ま
た
、
市
民
の
利
便
性
や
に

ぎ
わ
い
の
低
下
を
招
か
な
い
た
め
の

現
庁
舎
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
素
案
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら

に
、
移
転
費
用
、
新
庁
舎
へ
の
交
通
手

段
の
確
保
、
全
体
的
な
財
政
計
画
の

見
通
し
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

中
西
　
徹
　
議
員

津
波
浸
水
リ
ス
ク
の
な
い
場
所
へ

海
南
市
庁
舎
検
討
懇
話
会
で
は
、「
で

き
る
限
り
早
急
に
津
波
浸
水
リ
ス
ク
の

な
い
場
所
に
新
庁
舎
を
建
設
し
、
財
政

負
担
を
軽
減
で
き
る
よ
う
効
率
的
で
コ

ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
と
す
る
こ
と
」
等
の

意
見
集
約
が
な
さ
れ
た
。
今
回
の
議
案

は
そ
の
意
見
を
基
に
し
て
お
り
、
災
害

時
の
司
令
塔
で
あ
る
新
庁
舎
を
で
き
る

だ
け
財
政
負
担
を
小
さ
く
早
急
に
整

備
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

宮
本
　
憲
治
　
議
員

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
に
逆
行

市
内
の
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、
将

来
的
に
は
税
収
も
減
少
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
莫
大
な
コ
ス

ト
が
か
か
る
水
道
施
設
の
更
新
や
道
路

の
修
繕
を
実
施
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
や

介
護
保
険
料
と
い
っ
た
市
民
の
負
担
は

増
加
し
続
け
て
い
る
。
市
民
の
生
活
を

守
る
た
め
、
海
南
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１月７日に全議員で元㈱和歌山リサーチラボ社屋を
見学しました。

賛
成

賛
成

反
対

反
対

本会議での
討論
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「
議
案
第
１
号　

海
南
市
役
所
の
位
置

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
」、「
議
案
第
２
号　

財
産

の
取
得
に
つ
い
て
」（
一
括
審
査
）

庁
舎
移
転
の
全
体
予
算
は
。

概
算
で
27
億
２
千
万
円
と
試
算
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
和
歌
山
リ
サ

ー
チ
ラ
ボ
社
屋
及
び
用
地
を
取
得
す
る

た
め
の
費
用
、
新
庁
舎
本
館
と
な
る
和

歌
山
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
社
屋
の
改
修
工
事

費
、
新
た
に
建
設
す
る
別
館
の
建
築
工

事
費
、
設
計
費
、
駐
車
場
の
整
備
費
、

外
構
の
整
備
費
の
合
計
で
あ
る
。
現
庁

舎
の
解
体
工
事
費
、
支
所
設
置
に
か
か

る
費
用
、
新
た
な
備
品
購
入
費
用
、
移

転
作
業
に
か
か
る
費
用
、
周
辺
道
路
の

整
備
費
用
等
、
庁
舎
の
整
備
に
伴
っ
て

必
要
と
な
る
費
用
は
含
ん
で
い
な
い
。

財
源
は
。

東
日
本
大
震
災
後
、
国
で
は
防
災

対
策
、
減
災
対
策
へ
の
支
援
と
し

て
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
が
創
設
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
活
用
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
回
の
庁
舎
の
高
台
移
転

の
よ
う
に
、
津
波
浸
水
区
域
外
へ
移
転

し
整
備
す
る
場
合
、
移
転
に
か
か
る
全

て
の
事
業
費
に
つ
い
て
起
債
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
返
済
費
用
の
70
％
を
国

が
交
付
税
算
入
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ

と
で
合
併
特
例
債
よ
り
有
利
で
あ
る
。

こ
の
起
債
は
平
成
28
年
度
ま
で
継
続
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
平
成

28
年
度
ま
で
の
事
業
に
は
、
こ
れ
を
活

用
し
た
い
。
平
成
29
年
度
以
降
も
こ

の
起
債
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
国
に
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
平
成
29
年
度
以
降
も
活
用
で
き
る

場
合
、
市
の
実
質
的
な
財
政
負
担
は
約

８
億
１
６
０
０
万
円
に
な
る
と
想
定
し

て
い
る
。

別
館
等
の
整
備
に
よ
り
、
こ
れ
以

上
費
用
が
増
え
る
と
い
う
想
定
は

【○…賛成　×…反対】
※議案第１号は、地方自治法第４条第３項の規定により、出席議員の３分の２以上の同意を必要とする議案であり、議長
　にも表決権があります。
※議案第２号、第３号については、議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否
　決を決めることができる「裁決権」が認められています。

議 案 第 １ 号 海南市役所の位置を定める条例の一部を改正する条例について

議 案 第 ２ 号 財産の取得について

議 案 第 ３ 号 平成２６年度海南市一般会計補正予算（第６号）

■賛否の分かれた議案

議案の審議結果

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

概
要

のの

問答

問答問

市政クラブ 日本共産党 
海南市議会議員団 公明党 新志 

クラブ 市民クラブ
無
所
属

結
果

磯

﨑

誠

治

栗

本

量

生

宮

本

憲

治

河

野

敬

二

岡
　
　

義

明

上

田

弘

志

橋
爪
美
惠
子

中

家

悦

生

黒

木

良

夫

森

下

貴

史

黒

原

章

至

川

口

政

夫

中

西
　
　

徹

宮

本

勝

利

片

山

光

生

美

ノ

谷

徹

寺

脇

寛

治

榊

原

徳

昭

川

崎

一

樹

東

方

貴

子

米

原

耕

司

川

端
　
　

進

議 案 第 １ 号
欠
席

○×××××○○○○○○○○○○○○○○×可
決

議 案 第 ２ 号 ○×××××○○○○○○議
長
○○○○○○○×可

決

議 案 第 ３ 号 ○×××××○○○○○○ ○○○○○○○×可
決

議案番号

会派・議員名

議案第１号の採決の様子
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委
員
長　

黒　

木　

良　

夫

副
委
員
長　

米　

原　

耕　

司

委　
　

員　

栗　

本　

量　

生

委　
　

員　

上　

田　

弘　

志

委　
　

員　

河　

野　

敬　

二

委　
　

員　

川　

崎　

一　

樹

委　
　

員　

片　

山　

光　

生

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

し
て
い
な
い
の
か
。
こ
れ
が
庁
舎
移
転

に
か
か
る
費
用
の
上
限
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
の
か
。

現
在
想
定
し
て
い
る
別
館
の
新
築

費
用
は
あ
く
ま
で
概
算
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
基
本
設
計
を
行
っ
て
い
く
中

で
延
べ
床
面
積
等
も
決
定
さ
れ
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
が
上
限
で

あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

現
庁
舎
跡
地
に
日
方
支
所
を
設
置

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
職

員
数
、
開
設
場
所
、
開
設
時
期
は
決
ま

っ
て
い
る
の
か
。

職
員
数
に
つ
い
て
は
現
在
検
討
で

き
て
い
な
い
。
支
所
で
行
う
業
務

の
範
囲
を
検
討
し
て
い
く
中
で
、
必
要

な
人
員
を
配
置
し
て
い
く
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
開
設
場
所
は
、
海
南

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
を
考
え
て
お
り
、

行
政
的
な
空
白
が
で
き
な
い
よ
う
に
、

本
庁
舎
移
転
と
同
時
に
開
設
し
た
い
。

現
庁
舎
跡
地
に
市
民
交
流
施
設
を

整
備
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

燦
燦
公
園
等
も
含
め
て
考
え
て
い
る

の
か
。現

庁
舎
跡
地
、
南
別
館
、
東
別
館
、

燦
燦
公
園
、
駐
車
場
を
含
め
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

平
成
24
年
度
に
開
催
さ
れ
た
海
南

市
庁
舎
検
討
懇
話
会
で
は
、「
庁

舎
移
転
に
よ
り
市
民
の
利
便
性
及
び
に

ぎ
わ
い
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
、
支

所
機
能
を
含
め
、
現
市
庁
舎
跡
地
の
有

効
活
用
が
必
須
」
と
い
う
意
見
集
約
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
は
具
体
的
に
決
ま
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
に
ぎ
わ
い
の
創
出

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

従
来
か
ら
市
民
の
皆
様
か
ら
は
、

図
書
館
機
能
を
備
え
た
施
設
や
公

園
等
の
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
希
望
さ

れ
る
声
が
多
か
っ
た
。
有
田
川
町
の
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
」
に
は
、

月
１
万
人
、
１
日
平
均
３
０
０
人
の
方

が
訪
れ
て
い
る
。
佐
賀
県
武
雄
市
の
図

書
館
は
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
が
指
定
管
理

者
と
し
て
運
営
し
て
お
り
、
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス
が
併
設
さ
れ
、
駅
か
ら
遠
く
離

れ
た
場
所
で
あ
る
が
、
多
く
の
方
が
来

館
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
民
間

の
方
々
の
力
を
借
り
な
が
ら
図
書
館
設

備
を
整
備
す
る
方
法
も
あ
る
と
考
え
て

い
る
。今

年
度
は
海
南
市
跡
地
活
用
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
庁
舎

移
転
後
の
市
街
地
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
具
体
的
な
構
想
は
い
つ
で
き
る
の
か
。

懇
談
会
は
年
間
５
回
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

方
式
で
実
施
し
市
民
の
皆
様
の
意
見
を

伺
っ
て
い
る
。
協
議
結
果
の
ま
と
め
は

ま
だ
行
っ
て
い
な
い
が
、
平
成
27
年
度

中
に
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

新
庁
舎
整
備
の
防
災
上
の
メ
リ
ッ

ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
願
う
。

１
点
目
に
、
津
波
浸
水
区
域
外
に

立
地
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
発
災
直
後
か
ら
災
害
応

急
活
動
の
態
勢
を
迅
速
に
立
ち
上
げ
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
後
、
最
優

先
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
命
を

守
る
行
動
を
速
や
か
に
実
施
で
き
る
こ

と
と
な
る
。

２
点
目
は
、
受
援
施
設
が
隣
接
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
和
歌
山
リ
サ
ー
チ

ラ
ボ
に
移
転
す
れ
ば
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン

ド
及
び
総
合
体
育
館
を
災
害
時
の
受
援

施
設
と
し
て
全
面
的
に
使
用
で
き
、
ま

た
、
幡
川
地
区
に
移
転
す
る
予
定
の
国

土
交
通
省
海
南
国
道
維
持
出
張
所
や
南

赤
坂
の
海
草
振
興
局
海
南
工
事
事
務
所

と
の
距
離
が
近
く
な
る
た
め
連
携
が
図

り
や
す
い
。
ま
た
、
本
市
の
み
で
は
対

応
が
不
可
能
な
場
合
に
は
国
、
県
、
自

衛
隊
、
緊
急
消
防
援
助
隊
、
警
察
、
他

市
町
村
の
応
援
要
請
を
行
う
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
人
的
、
物
的
支
援
を
受
け

入
れ
、
応
援
機
関
等
が
円
滑
に
活
動
で

き
る
態
勢
づ
く
り
が
構
築
し
や
す
い
環

境
に
あ
る
。

庁
舎
移
転
後
、
現
庁
舎
を
解
体
せ

ず
に
長
期
間
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
町
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
低
下
す

る
と
思
う
が
、
現
庁
舎
の
解
体
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

現
在
想
定
し
て
い
る
庁
舎
の
移
転

時
期
は
平
成
29
年
10
月
で
あ
る
の

で
、
そ
れ
に
向
け
て
解
体
に
係
る
設
計

等
を
実
施
し
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
解

体
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

和
歌
山
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
社
屋
を
庁

舎
と
し
て
整
備
す
る
た
め
に
構
造

を
変
え
れ
ば
、
耐
震
性
が
変
わ
る
の
で

は
な
い
か
。

和
歌
山
リ
サ
ー
チ
ラ
ボ
社
屋
は
十

分
耐
震
性
が
あ
り
、
建
物
を
全
体

的
に
支
え
る
部
分
の
構
造
は
変
え
な
い

の
で
、
耐
震
性
が
弱
ま
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

問 答答問答問

問 答

問答

問答問答

答


